
 

 

全国高等学校総合文化祭は，昭和52年から各都道府県が持ち回りで開催する高校生によ

る芸術文化活動の祭典です。そして,令和５年の「2023かごしま総文」は，第47回大会となり，

全都道府県開催の一巡目を締めくくる記念すべき大会です。総合開会式やパレードに加え，

19の規定部門と３つの協賛部門での発表等が，県内８つの市町で開催されます。                         

【姶良・伊佐地区開催会場と開催内容】 

○ 霧島アートの森 ・・・ 【写真部門】撮影会 

○ 加音ホール    ・・・ 【文芸部門】開閉会式，展示，全体・部門別交流会，記念講演等 

○ 鹿児島学園龍桜高等学校 ・・・ 【文芸部門】部門別交流会（一部）              

一般観覧が可能な会場・時間帯もあります。詳しくは，大会ホームページをご覧

ください。高校生の日頃の活動の成果を御覧いただくとともに，参加する高校生の

活躍を応援してくださいますようお願いいたします。 

姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 だ よ り 

 
緑の自然のごとく あしたをひらく豊かな心  緑の若葉のごとく あしたを創る確かな学力  緑の大樹のごとく あしたを担うたくましい身体 

令 和 ５ 年 ７ 月 号          

 

第47回全国高等学校総合文化祭 2023かごしま総文【7/29～８/４】  

 一般観覧に

関する情報 

大会マスコット

キ ャ ラ ク タ ー 

かごまる  

向上心を持って 

姶良・伊佐教育事務所長  児玉 恭子 

昨年から様々な機会に学校を訪問させていただき，子供たちや先生方の様子を拝見しています。    

いつも気持ちよく迎え入れてくださっていることに感謝しております。「子供たちが成長している！」   

「学校が進化している！」と気付くことも多く，校長・教頭先生が「あの子はいい表情で○○ができる    

ようになりました」「この先生は□□を頑張っていて，学校に欠かせない存在です」など紹介くださる   

と，とても嬉しくなります。今年度も，成長し続ける姶良・伊佐地区でありたいと思います。 

 今回は，私たちに求められている「これからの時代に必要な教師の学び」について確認します。   

ご存じのとおり，法改正により，研修履歴の活用や管理職等との対話を行いながら，「かごしま    

県教員等育成指標」に基づいて必要な研修に取り組んでいくこととなりました。経験年数（キャ    

リアステージ）ごとに求められる資質等は，指標に示されています。では，どのような観点から，    

その資質等を向上させていくことが必要でしょうか。 

○ 変化する社会や学校現場からの要請を踏まえた学び直し（不登校，ICT活用，幼小中高接続） 

○ 「今，求められる学び」への転換（子供の学びと相似形，自覚と誇りを持って主体的に） 

○ 専門性を高める多様な学びのマネジメント等（集合型，ｵﾝﾗｲﾝ型研修等，「研修計画」参照） 

○ 本県の強みや特色を踏まえた資質向上（郷中教育，歴史・文化・自然等を活かした活動） 

 教師が自らの学びを客観的に振り返り，必要な学びを選び，主体的に取り組むことが求められ   

ています。１学期の締めくくりの時期にもなります。今の自分に求められている役割や身に付け   

たい力は何か，自らを振り返り，じっくり考えて周りにも相談しながら今後の研修計画を立てて   

ください。本号の情報が，そのお役に立つものとなればと思います。 

 「かごしま県教員等育成指標」は，「こうあってほしい」という願いも込めて，本県が求める     

教員等の姿を具体的に描き出したものです。教員等が，教職であることに誇りや幸せを感じ，     

自らも夢中になって学び続ける姿は，児童生徒の学びのロールモデルとなる   

ものです。本県の教員等がこうした姿勢を大切にし，未来社会を見据えつつ，    

本県が積み上げてきた教育文化や豊かな教育的資源を十分活用しながら，   

児童生徒一人一人の個性に寄り添い，その主体性を育む「伴走者」となる     

ことを期待します。 

           ＜令和５年４月改訂「かごしま県教員等育成指標」より抜粋＞ 

【レンゲツツジ：向上心】 



令和5年度県・地区研究公開校の取組のポイント紹介     

全国学力・学習状況調査解説資料を活用した授業改善・指導の充実を！ 

 各校の特色ある

取組を研究公開に

て，ぜひ御覧くだ

さい。 



新型コロナウイルス感染症5類移行後の学校生活について  



★御意見・御感想をお待ちしています。 

 ☎：0995-63-8137  ✉：airaisa-shido@pref.kagoshima.lg.jp 

 自分でやってみたいと決めたのだから，熱が冷
めないうちにやってみたらいい。三日坊主に終わ
ろうとも，何かしらの学びが得られたなら，それ
もいいではないか。まずは，やってみて続けるか
どうかを決める。ダメなら止めるだけのこと。思
い立つ日が吉日。飽きっぽく長続きしないわたし
を，それでも認め励まし，挑戦を後押ししてくれ
る言葉です。（Ａ・Ｒ） 

姶良・伊佐教育事務所員が紹介する 

私の元気の出る言葉⑫ 

県総合教育センターHP「研修検索システム」の活用について  

かごしまの先生スタートプログラム 

 


